　　　　　　自主防災会（組織）防災計画

１．目的 

　 　この計画は、　　　　　自主防災会（組織）の防災活動に必要な事項を定め、もって、地震その他の災害による人的、物的被害の発生及びその拡大を防止することを目的とする。 

　 　 

２．計画事項 

　 　この計画に定める事項は次のとおりとする。 

(１)自主防災組織の編成及び任務分担に関すること

(２)防災知識の普及に関すること

(３)災害危険の把握に関すること

(４)防災訓練に関すること

(５)情報の収集・伝達に関すること

(６)避難に関すること

(７)出火防止、消火活動に関すること

(８)救出・救護に関すること

(９)給食・給水に関すること

(１０)災害時要援護者対策に関すること

(１１)他組織との連携に関すること

 　 　 

３．自主防災組織の編成及び任務分担 

　 　災害発生時の応急活動を迅速かつ効果的に行うため、また、平常時の活動をより円滑に行うため、別紙のとおり防災組織を編成する。 

　 　 

４．防災知識の普及・啓発 

　 　地域住民の防災意識を高揚するため、研修会・講演会等の実施により防災知識の普及・啓発を行う。 

　 　 

５．地域の災害危険の把握 

　 　災害予防のため、危険箇所、災害履歴など防災問題に関する把握を行う。 

　 　 

６．防災訓練 

　 　大地震等の災害に備えて、情報の収集・伝達、消火、避難等が迅速かつ的確に行えるよう、随時防災訓練を実施する。 

　 　 

７．情報の収集・伝達 

　 　災害発生時、情報班は地域内の災害情報、防災関係機関等の提供する情報を収集するとともに、必要と認める情報を地域内住民、防災関係機関に伝達する。 

　 　 

８．避難 

　 (１)避難誘導の指示

　　　市から避難の指示または勧告がでたとき、また会長が必要と認めたときは、会長は避難誘導班に対し避難誘導の指示を行う。

(２)避難誘導

　　　避難誘導班は、会長の避難誘導の指示を受けたときは、住民を避難所に誘導する。 

　 　 

９．出火防止及び消火活動 

　　　大地震等においては、火災の発生が被害を大きくする主な原因であるため、出火防止の徹底を図り、地域内で火災が発生した場合、迅速に消火活動を行い、初期に消火することができるようにする。 

　 　 

１０．救出・救護 

　 　　建物の倒壊、落下物等により救出・救護を要するものが生じたときは、ただちに救出・救護を行う。この場合、現場付近の者は救出・救護活動に協力する。 

　 　 

１１． 給食・給水 

　 　給食・給水班は地域内の家庭から提供を受けた食料、市から配布を受けた食料等の配分、炊き出し等による給食、給水活動を行う。 

　 　 

１２． 災害時要援護者対策 

　 (１)災害時要援護者台帳、マップ等の作成

　　　災害時に避難状況を把握するため、台帳・マップ等を作成し、定期的に更新する。

(２)災害時要援護者の避難誘導、救出・救護方法等の検討

　　　　災害時要援護者の避難誘導や救出・救護活動等について予め検討し、訓練に反映させる。 

　 　 

１３． 他組織との連携 

　　 防災訓練や災害時の応急活動については、他組織との連携を図るものとする。 










